
愛知県立大学大学院情報科学研究科 平成 25 年度 修士論文要旨 

カット・字幕・カメラワークに基づく映像カテゴリ分類と映像要約への応用に関する研究 

白石 大輝     指導教員：村上 和人 

 

1.はじめに 

 近年、自動映像要約に関する研究が進められている。

Ronfard らの先行研究[1]では、映像をショットと呼ばれ

る単位に分割し、ショットごとに代表フレームを決定する

という方法を提案している。また、田中らは[2]で、野球

映像に特化した方法を提案している。しかしこれらの先行

研究には、①編集者の意図が反映されにくい、②限定的な

映像にしか適用できない、という二つの問題点がある。 

 そこで本研究では、映像のカテゴリ分類を行い、それぞ

れ異なる要約方法を用いるというアイディアのもとに、３

つの映像特徴を用い、５つのカテゴリに対して映像要約を

行った。そして、３０人の被験者に手動映像要約を行って

もらった結果を真値とし、自動映像要約の結果と比較する

と、約６割類似しているという成果を得た。 

2.基本アイディア 

 本研究では、映像特徴の中から「カット」、「字幕」、「カ

メラワーク」に着目した。それに基づき、カテゴリ分類を

行い、自動映像要約に利用する。その概要を図 1 に示す。 

 

図 1. 研究概要 

 使用する３つの特徴は、先行研究[3]～[5]を参考に取得

する。まずカットは、カットが存在するフレーム間は、そ

の差異が大きいことを利用する。フレーム間差分が閾値以

上で、そのフレーム間をカットであると判断する。 

字幕は、映像のフレームを𝐴 × 𝐵のブロックに分割し、

ブロック内のエッジ密集度が閾値以上であり、それを満た

すブロックが一定時間以上継続する場合存在するとする。 

カメラワークは、カメラワークが存在するフレームはあ

る方向へのフローが大きいことを利用する。オプティカル

フローを求めて４方向へ分類し、それぞれフローの総和を

求める。そして最大の物とその他の物の差分を取り、その

値が閾値以上でカメラワークがあると判断する。 

3.研究手法 

3.1 カテゴリ分類の手順 

本研究では、多数存在する映像カテゴリの中から、代表

的と思われる５つのカテゴリ「アニメ・ドラマ」、「スポー

ツ」、「ニュース」、「バラエティ」、「料理」に注目し、これ

らの分類を目指す。まず、カテゴリ分類におけるパラメー

タ決めのための学習を行う。 

＜学習手順＞ 

Step.1 学習データの特徴抽出 

    カット、字幕、カメラワークを検出、それらが映

像内に含まれる割合を計算する。 

Step.2 学習データから領域分割を行う 

    取得した特徴を正規化し、ボロノイ分割を行う。 

次に、学習した領域分割を利用し、カテゴリ分類を行う

ための手順を示す。 

＜映像特徴に基づくカテゴリ分類の手順＞ 

Step1. 入力データの特徴抽出 

    カテゴリ分類の対象となる入力データの特徴を抽

出、映像中に含まれる割合を算出する。 

Step2. カテゴリの決定 

    入力データがボロノイ分割されたどの領域に属す

るか調べることで、カテゴリを決定する。 

3.2 映像要約の手順 

３０人の被験者に手動による映像要約を行ってもらい、

その際どの映像特徴に注目が集まったのか、カテゴリごと

に分析を行った。その結果、表 1のようになった。 

表 1. 被験者が注目する映像特徴 

アニメ・ドラマ カット、カメラワーク：注目度高 

スポーツ カメラワークが連続する部分：注目度高 

字幕：注目度低 

ニュース カメラワーク：注目度低 

バラエティ 字幕：注目度高 

カメラワーク：注目度低 

料理 小さい字幕：注目度高 

 また、以下に自動映像要約の手順を示す。 

＜映像特徴に基づく自動映像要約の手順＞ 

Step1. カテゴリ分類を行う 

    入力データを５つのカテゴリに分類する。 

Step2. 入力データの特徴抽出 

    ３つの特徴を抽出、それらが映像内に含まれる割

合を算出する。 

Step3. 各フレームの重要性を定める 

    各フレームの重要性を重要度と名付け、以下の計

算で求める。ここで、重要度を𝐼、各特徴による重

要度を𝐼1~3、それを正規化したものを𝐼′1~3、各特

徴の重要度における重みを𝑤1~3とする。 

𝐼 = (𝑤1𝐼1
′ + 𝑤2𝐼2

′ + 𝑤3𝐼3′)/(𝑤1 +𝑤2 + 𝑤3) (1) 

    式(1)における重みを、表 1を基に変化させ、カテ

ゴリごとに異なる要約方法を適用する。 

Step4. 重要性が高いフレームを選択する 

    式(1)の結果から、先行研究[6]におけるフレーム

選択方法を用い、重要フレームを抜き出す。 

4.実験 

4.1 カテゴリ分類の評価実験 

 学習データを各カテゴリ１０本の計５０本、実験データ

を各カテゴリ１０本の計５０本とし、カテゴリ分類を行っ

た結果を表 2に示す。それぞれ、何本の映像のうち何本カ

テゴリ分類を成功したかを表している。 

表 2. カテゴリ分類の結果 

全体 ５０本中３８本 アニメ・ドラマ １０本中６本 

スポーツ １０本中７本 ニュース １０本中７本 

バラエティ １０本中１０本 料理 １０本中８本 
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4.2 映像要約の評価実験 

 手動による要約映像と自動による要約映像がどれだけ

類似しているか比較することで評価を行う。より多くの被

験者から選ばれたフレームを真値とし、自動要約映像がど

れだけ類似しているか示す割合を類似率と表現する。 

 実験を行うにあたり、式(1)における重要度算出式の重

みを、表 1を参考に以下のように定める。 

アニメ・ドラマ ： 𝑤1 = 1.5  𝑤2 = 1.0  𝑤3 = 1.5 

スポーツ    ： 𝑤1 = 1.0  𝑤2 = 0.5  𝑤3 = 2.0 

ニュース    ： 𝑤1 = 1.0  𝑤2 = 1.0  𝑤3 = 0.5 

バラエティ   ： 𝑤1 = 1.0  𝑤2 = 1.5  𝑤3 = 0.5 

料理      ： 𝑤1 = 1.0  𝑤2 = 2.0  𝑤3 = 1.0 

 これらより、各カテゴリ１０本、計５０本の映像に対し

自動映像要約を行い、類似率を算出した結果が表 3のよう

になる。 

表 3. 自動映像要約の結果 

カテゴリ分類が成功した映像 ５８％ 

カテゴリ分類が失敗した映像 ４０％ 

カテゴリ分類が失敗した映像より成功した映像の方が

高い値を示しており、カテゴリ分類を行った方がより良い

結果を得ることができると分かる。 

5.考察  

5.1 カテゴリ分類の学習機能 

 4 節におけるカテゴリ分類では、学習回数は各カテゴリ

１０回であった。学習回数の増加による精度向上が見られ

れば、学習機能を備えたカテゴリ分類方法だといえる。そ

こで、各カテゴリ学習回数を１回～４０回で変化させ、カ

テゴリ分類の正答率を確認する。図 3に結果を示す。 

 

図 3. カテゴリ分類の正答率 

 どのカテゴリにおいても、学習回数の増加に伴い、カテ

ゴリ分類の正答率が向上していることが分かる。バラエテ

ィカテゴリのみ一度低下した後向上しているが、これは、

学習データにおける特徴を含む割合にバラつきがあるた

めである。しかし、最終的に向上しているということは、

やはり学習回数が増えれば精度が向上するといえる。ゆえ

に、本研究におけるカテゴリ分類は、学習機能を備え、使

用すればするほど精度が向上する手法だと言える。 

5.2 使用特徴の有効性 

 本研究は、「カット」、「字幕」、「カメラワーク」に基づ

き行ってきたが、それら全てに有効性があるか確認する必

要がある。そこで、使用特徴の違いによる、カテゴリ分類

の正答率の変化を確認した。図 4～6 に、学習回数を変化

させた際の、入力データのカテゴリ別におけるカテゴリ分

類の正答率を示す。 

 

図 4. バラエティの使用特徴の違いによるカテゴリ分類正答率 

 図 4(a)を見ると、学習回数が増えた後では、カットを

使用しない場合の正答率が、３つ全てを使用する場合と比

較し大きく低下していることが分かる。また、図 4(b)を

見ると、カットのみを使用した場合は、他の特徴のみを使

用した場合よりも正答率が高くなっていることが分かる。

これらより、カットの有無によって正答率に影響を及ぼす

ので、カットの有効性は認められたといえる。 

 

図 5. アニメ・ドラマの使用特徴の違いによるカテゴリ分類正答率 

 

図 6.スポーツの使用特徴の違いによるカテゴリ分類正答率 

同様に字幕に関しては図 5より、カメラワークに関して

は図 6より有効性が認められる。これらより、本研究で使

用した３つの特徴「カット」、「字幕」、「カメラワーク」は、

カテゴリ分類に有効な特徴といえる。 

6.おわりに 

 本研究では、映像特徴「カット」、「字幕」、「カメラワー

ク」を用い、それらがカテゴリ分類、自動映像要約に有効

であることを明らかにした。また、学習回数を増やすこと

でカテゴリ分類の精度が向上したことから、学習機能を備

えたカテゴリ分類手法を実現したといえる。 

 本研究で利用した特徴は３つ、対象としたカテゴリは５

つであるが、今後はより多くのカテゴリに対し、より高い

精度で分類、映像要約を行える手法を目指す必要がある。

今後の課題として、①重要度付加における各特徴の重みの

決定方法に、学習機能を備え精度向上を図ること、②カテ

ゴリの追加と細分化、③映像特徴の取得における精度向上、

ということが必要である。 
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